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（島田市教育委員会からの提言 その１） 

喜びの力がわいてくるときを 

 
 そのようなときがあるでしょうか･･････。残念ながら、ふだんはあまりあり

ませんね。でも、もしも、ふだんの生活の中で喜びの力がわき出るとすれば、

それにまさるものはないと思います。何といっても生きる力がわいてくるので

すから。 
 喜びの力がわいてくるときは、ぐっと前へ踏み出したくなり、目が輝き、に

こやかな顔になり、声まで明るくなります。大人であっても子どもであっても。  
 
 それはどんなときか  。例えば、バイパスのインターぞいのごみを拾って

いて、「ありがとう」と声を掛けられたとき。お年寄りの肩をたたいていて、「あ

りがとう」とにっこりされたとき。朝の仕事場の机を拭いていて「いつもあり

がとう」と挨拶されたとき。家の玄関を掃いていて「ありがとう、きれいにな

ったね」と喜ばれたときなどなど。 
 こんなささやかなことが、人を喜ばせ、人から感謝される。すると、「自分も

人に喜んでもらえることができるのだ」という素朴な喜びを感じます。この喜

びこそが生きる力を生み出します。 
 自分のためならたいした力は出せなくても、人のためなら何倍かの力が出せ

るときがありますね。そうして人から感謝されると、自分の中に喜びが生まれ、

生きる力がわいてきます。 
 

 医師であり小説家である加賀乙彦
か が お と ひ こ

氏が、最近の著書（「不幸な国の幸福論」の

中で述べています。「人のために何かするということ。それこそが、『私は必要

とされている』と実感できる最も簡単な、そしてだれにも可能な方法です」と。 


